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ス
ポ
ー
ツ×

Ｉ
Ｔ
が
生
み
出
す
新
た
な
価
値

最新鋭のレーシングカーが疾走するサーキット、
観客が熱狂するスタジアム、そしてその運営を担う組織――

膨大な人と情報が瞬時に行き交う“スポーツ”の現場において、

I IJグループは、ITをフル活用した通信環境やソリューションの提供を通じて
「観戦体験（UX）の革新」に挑んでいる。

本特集では、“技術”の力でリアルな感動を増幅し、
新たな価値を創造するための舞台裏を詳らかにする。

スポーツ×IT

イラスト／もんくみこ
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Ｉ
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常
務
執
行
役
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Ｉ
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ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
代
表
取
締
役
社
長

山
井
美
和
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山
井

近
藤

過
酷
な
環
境
で
鍛
え
ら
れ
た
技
術

山
井

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
走
る〝
Ｉ
Ｔ
〞実
験
室

Ｉ
Ｉ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
は
日
本
レ
ー
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｒ
Ｐ
）
が
統
括
・
プ
ロ
モ
ー
ト
す
る

国
内
最
高
峰
の
カ
ー
レ
ー
ス
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ｕ
Ｌ
Ａ
」
に
お
い
て
、

Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
現
場
に
密
着
し
た

無
線
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心
に
通
信
技
術
面
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

今
回
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｐ
取
締
役
会
長
の
近
藤
真
彦
氏
を
お
招
き
し
て
、

Ｉ
Ｉ
Ｊ
と
Ｊ
Ｒ
Ｐ
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

日
本
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
界
の
現
状
や
将
来
へ
の
展
望
、

さ
ら
に
は
四
〇
年
以
上
に
お
よ
ぶ
近
藤
氏
と
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
な
ど
を

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
う
か
が
っ
た
。

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
常
務
執
行
役
員

株
式
会
社
Ｉ
Ｉ
Ｊ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
代
表
取
締
役
社
長

山
井
美
和

株
式
会
社
日
本
レ
ー
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
取
締
役
会
長

株
式
会
社
エ
ム
ケ
イ
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
取
締
役

近
藤
真
彦
氏

特
別
対
談

サーキットを疾走する「KONDO RACING」のマシン。鮮やかなブルーがサーキットに映える。（写真提供：JRP）
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山
井

近
藤

過
酷
な
環
境
で
鍛
え
ら
れ
た
技
術

山
井

実
証
実
験
を
経
て
社
会
実
装
へ

山
井

近
藤

近
藤

近藤 真彦（こんどう まさひこ）
1964年、神奈川県出身。79年に芸能界デビューし、歌手・俳優として活躍。84年からレーサーとしてのキャリアを本格化させ、国内外の主要レー
スに参戦。2000年に「KONDO RACING」を設立し、チーム監督を務める。23年4月、日本レースプロモーション（JRP）取締役会長に就任。

日本レースプロモーション（JRP）がシリーズを統括・プロモートする国内最高峰のフォーミュラカーレー
ス。国内外の16チーム・24名のトップドライバーが参戦し、全国各地のサーキットで年間7大会12戦（※
2026年シーズン）の激戦を繰り広げる。全車が共通レギュレーションのマシンを使用するため（ワンメイク
レース）、ドライバーの純粋なテクニックとチーム戦略が勝敗を分ける。
近年は、カーボンニュートラルの実現を目指す開発テスト（NEXT50）を推進するなど、高い問題意識と
先端技術とが融合した「走る実験室」としての側面を強める一方、公式アプリ「SFgo」を通じたデータ配
信や現地での通信基盤構築など IT技術を積極的に導入している。加えて、観客体験の革新を図りながら、
次世代のモータースポーツ・ファンを育てる先進的な取り組みにも注力している。

山
井

未
来
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
た
め
に

山
井

近
藤

山
井

近
藤

写真／渡邉 茂樹

（8月8日、第8戦の予選日に）本対談が催された「スポーツランドSUGO」は、宮城県村田町にあるレー
シングコース。全長約 3.7km、最大高低差約 70mを誇るコースは、アップ・ダウンとテクニカルなコーナ
ーが連続する“ドライバー泣かせ”の難コースとして知られる。この「起伏に富んだ地形」は、SUGOなら
ではの醍醐味であると同時に、電波が届きにくいエリアを生むなど、通信にとっては手強い条件となる。

スポーツランドSUGO

SUPER FORMULA（スーパーフォーミュラ）

SUPER FORMULAは、F1に匹敵するスピードを誇る、
国内最高峰のカーレース。（写真提供：JRP）

開発テスト車両「赤寅」の走行中の様子

スポーツランドSUGOのピットレーン スポーツランドSUGOのグランドスタンド

タイヤ交換が行なわれるピット作業では、各チームがしのぎを削る。
（写真提供：JRP）
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井
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山
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山
井

近
藤

近藤真彦氏が2000年に設立したレーシングチーム。SUPER FORMULAと
SUPER GTという国内二大トップカテゴリーに参戦している。鮮やかなブルー
（REALIZE GROUPカラー）のマシンと、「KONDO」のロゴを掲げたトランス
ポーターは、サーキットでもひときわ目を引く。「強いチームをつくりたい」という
近藤氏の熱い思いが、四半世紀にわたりチームを牽引している。

近藤氏が率いるチーム「KONDO RACING」

左：REALIZEカラーのマシン
右：KONDO RACING
のトランスポーター

KONDO RACINGは、2000年からSUPER FORMULAに参戦しており、2018年にはチームチャンピオンに輝いた。（写真提供：JRP）
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な
ぜ
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
な
の
か
？

サ
ー
キ
ッ
ト
の
特
殊
な
電
波
環
境

〝
走
る
実
験
室
〞で
磨
か
れ
た
技
術

時
速
２
０
０
キ
ロ
超
で
疾
走
す
る
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
映
像
を
送
り
続
け
る―

―

Ｉ
Ｉ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
は
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ｕ
Ｌ
Ａ
の
実
証
実
験
に
お
い
て
、

過
酷
な
通
信
環
境
の
も
と
、
高
速
移
動
体
を
対
象
と
し
た
伝
送
技
術
の
限
界
に
挑
ん
だ
。

社
会
実
装
へ
向
け
て

高
速
移
動
環
境
下
で
の

「
ハ
ン
ド
オ
ー
バ
ー
」
を
克
服
す
る

Ｉ
Ｉ
Ｊ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
推
進
本
部
事
業
企
画
部
長

米
田
雅
貴

Ｉ
Ｉ
Ｊ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
営
業
本
部
第
四
事
業
部
第
二
営
業
部
副
部
長　

兼
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
統
括
本
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
部
サ
ー
ビ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
画
推
進
課

岡
田
拓
也

2025年1月、もてぎで行なわれたスポーツカーベースの車両を用いた先行実証。時速 200キロでの低遅延伝送と、時速 150キロ
でのハンドオーバーに成功。　1. 走行中の様子　2.  ローカル 5G基地局 　3. 車両の前席シートバックに伝送端末を装着

富士スピードウェイにおける実証の様子。時速 290キロでの低遅延伝送、時速 270キロという高速走行域でのハンドオーバー
に成功。　4. 開発テスト車両「赤寅」の走行中の様子（運転席のすぐ前にアンテナとカメラを設置）　5. 開発テスト車両「白寅」
に搭載されたローカル 5Gのアンテナ（左）と伝送端末（右）

1 2 3

4 55
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守
り
の
通
信
に
、

攻
め
の
要
素
を
加
え
る

人
が
多
い
の
に
、

回
線
を
引
く
こ
と
が
で
き
な
い

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
衛
星
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
活
用
す
る

一
万
人
超
が
集
ま
る
ス
タ
ジ
ア
ム
で
発
生
す
る
電
波
の
輻
輳
を
ど
う
さ
ば
く
か
？　

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、
衛
星
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
活
用
し
て
、

会
場
運
営
の
安
定
化
に
加
え
、
来
場
者
の
Ｕ
Ｘ
向
上
に
資
す
る
通
信
環
境
を
実
現
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
舞
台
裏
を
紹
介
す
る
。

ど
こ
で
も
ス
ト
レ
ス
な
く
使
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
し
て

効
い
た
の
は
、

機
材
選
定
よ
り
段
取
り

八
基
の
ア
ン
テ
ナ
で
エ
リ
ア
を
分
割

Ｉ
Ｉ
Ｊ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
開
発
部
開
発
部
長

岡
田
裕
夫

水戸ホーリーホック

茨城県水戸市をはじめとした18市町村をホームタウンと
するプロサッカークラブ。1994年に創設され、地域ととも
に歩むクラブとして発展。「人が育ち、クラブが育ち、街が
育つ」をミッションに掲げ、トップチームの強化だけでなく、
地域貢献や人材育成にも注力している。2025シーズンに
は J2優勝を果たし、悲願だった J1昇格を実現した。
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ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田

コ
ラ
ボ
イ
ン
タ
ー
ン・
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｉ
Ｉ
Ｊ
は
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
に

ス
タ
ジ
ア
ム
の
衛
星
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
通
信
を
は
じ
め
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
が
、

こ
の
た
び
、
学
生
を
対
象
に
「
Ｉ
Ｉ
Ｊ×

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
コ
ラ
ボ
イ
ン
タ
ー
ン
５
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」

を
企
画
し
た
。
こ
こ
で
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

Ｉ
Ｉ
Ｊ
管
理
本
部
人
事
部
人
事
採
用
課

田
中
雄
也

ス
タ
ジ
ア
ム
を
支
え
る

衛
星
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
通
信

企
画
の
背
景

実
地
調
査
か
ら
学
ぶ

Ｉ
Ｉ
Ｊ
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い

上：設置した衛星ブロードバンドアンテナ
下：入場ゲートやグッズ売り場周辺など10箇所に衛星ブロードバンドアンテナ3基と

Wi-Fiアクセスポイント10台を設置

エコパスタジアムにおける
衛星ブロードバンド活用

ジュビロ磐田

静岡県磐田市を中心に県西部をホームタウンとするプ
ロサッカークラブ。クラブ名の「ジュビロ」はポルトガル
語・イタリア語で「歓喜」を意味する。本拠地のヤマハ
スタジアムは、ピッチを間近で観戦できることで知られ
る。1994年の Jリーグ加盟以来、J1優勝や天皇杯な
ど数々のタイトルを獲得している。

5日間のプログラム

• I IJ会社説明会
•グループワーク

•試合前 現地調査
•試合観戦
•試合後 現地調査

•現地調査まとめ
•提案内容模索

•提案内容模索
• I IJ社内ツアー＆座談会

•発表準備
•発表

オンライン1
DAY

3
DAY

2
DAY

4
DAY

5
DAY

プログラム内容場所

ヤマハ
スタジアム

I IJ本社

入場ゲートやグッズ売り場の周辺など計10箇所に衛星アンテ
ナ3基とWi-Fiアクセスポイント10台を設置。カバーする対
象を、電子チケットの確認端末とキャッシュレス決済端末に絞
った。低軌道衛星を使う「Starlink」は、携帯キャリア網の輻
輳の影響を受けないため、「一時的かつ局所的に人が集まる
が、固定回線を引けない」環境でも充分に機能し、3万人を
超える来場者が訪れるなか、「工事不要で、短時間で立ち上
がり、終われば簡単に撤収できる」という特長がいかんなく
発揮された。
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フ
ァ
ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の〝
熱
量
〞を

可
視
化
・
価
値
化
す
る

実
証
実
験
の
概
要

今
後
の
展
望

1：コミュニティへの参加・登録
スタジアム周辺にブースを設置し、ブロックチェーン技術を用いた新
たなコミュニティサービスへの登録を案内。

2：ファン・サポーター参加型投票企画
活躍してほしい選手への投票、スタジアムグルメや公式コンテンツへ
のリクエスト投票などを実施し、ファン・サポーターの「声（意見）」
がクラブに届く、主体的かつ双方向な参加型体験を提供。

3：貢献に対するリワード
特典として、選手のデジタルカードに加え、抽選でサイン入りの試合
球などのリアルグッズを投票参加者にプレゼント。

実証実験①

株式会社DCPは、ブロックチェーン技術を基盤としたトークン化預金「DCJPY」を活用して、
企業・地域・人々がより円滑につながる「価値循環型コミュニティ」の創出を目指している。

このたび、2026年2月にオフィシャルパートナー契約を結んだガンバ大阪とともに、
価値循環型コミュニティの実現に向けた実証実験を

パナソニックスタジアム吹田におけるホームゲームで実施した。
本稿では、その概要を紹介する。

DCP 営業戦略本部 営業第三グループヘッド

土屋 重人

応援が価値として循環する未来を目指して

DCP×ガンバ大阪

3つの体験

スタジアムにおける実証実験のひとコマ

DCPが目指す価値循環型コミュニティ

ファン・サポーター

スポーツチーム

資金

スキル・ノウハウ

タスク作業

リ
ワ
ー
ド
・ス
テ
ー
タ
ス

価
値
循
環

貢
献
・
熱
量

発信 デジタル通貨

ステータス

限定品・体験

投票権

ガンバ大阪は、寄付金で建てられたスタジアムを拠点に、多くの皆さまに支えられてきたクラブ
です。「勝って、地域の方々に喜んでいただく」という原点は、30年以上変わっていません。
今回の挑戦は、ファン・サポーターの皆さまとのつながりをデジタルによってさらに深めるための
ものです。これまでのポイント施策は一方向で終わりがちでしたが、今回は投票アクションがリ
ワードにつながり「循環」していく仕組みに大きな可能性を感じました。
今後、この仕組みがファン・コミュニティ内で広がることで、応援の熱量はこれまで以上のスピ
ードで拡大していくでしょう。ガンバ大阪が世界の強豪と戦い、日本のサッカー界がさらに発展
していくうえで、今回の実証実験は小さな一歩かもしれませんが、確かな未来へつながる大きな
一歩だと期待しています。

ガンバ大阪

大阪府吹田市を中心とした北摂
地域をホームタウンとするプロサ
ッカークラブ。Jリーグ創設時から
参戦する「オリジナル10」の一
つで、J1リーグ優勝や AFCチャ
ンピオンズリーグ制覇など、数々
の実績を誇る。「パナソニック スタジアム 吹田」をホームスタジ
アムとし、地域との結びつきを大切にしながら、国内外の舞台
で躍動し続けている。

ガンバ大阪
常務執行役員

村林 紘行 氏
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地
域
に
眠
る
ア
セ
ッ
ト
を
活
か
す

実
証
実
験
の
概
要

収
益
分
配
シ
ス
テ
ム
の
手
順

検
証
結
果
と
今
後
の
展
開

配信ディストリビューターから、代表者（アセットオーナー）の銀行預金へ
楽曲の配信売上が入金される。

配信明細データにもとづいて、独自のシステムが、作詞・作曲・映像編集など
クリエイターごとの分配額を自動算出する。算出結果にもとづき、
システムからDCJPYネットワークへ支払指図を連携する。

2にもとづいてトークン化預金「DCJPY」として
各クリエイターのウォレットへ瞬時に移転される。

DCJPYを受け取ったクリエイターは、各自のウォレットから
DCJPYを償却し、銀行口座へ戻すことで、資金化（精算）が完了する。
※実証実験の銀行口座は、仮想の口座／検証用環境を使用

1：売上の受領

2：分配額の算出
　 

3：デジタル送金

4：資金化

地域に眠る豊かな資産を、デジタルの力で持続可能な価値へ転換する――
株式会社DCPは2025年12月、北海道美唄市、

女子バレーボールチームを運営する株式会社アルテミス北海道、
みらい株式会社、フューチャリズム株式会社、一般社団法人GovTech美唄とともに、

コンテンツ提供にもとづく新たな収益分配システムの実証実験を実施した。
目指したのは、ITとスポーツの融合、そしてクリエイターエコノミーが支える地域活性化である。

DCP 営業戦略本部 営業第三グループ

飯塚 直哉

“稼げる地域”を実現する

DCP×アルテミス北海道

収益分配システムの手順

実証実験②

AIが一般化する時代だからこそ、スポーツを
はじめとするエンターテインメントがもたらしてく
れる “リアルな感動”の価値が高まります。そこ
で「新たな未来を地方から作る」という志の実
現に向けて、クラブ運営を圧迫しかねない膨
大な請求書処理や振込手数料をデジタル技術
で解決してくれる本仕組みには、大きな期待を
寄せています。今回の実証実験は、地域とス
ポーツの持続可能な未来を支える大きな一歩
になると確信しています。

アルテミス北海道

北海道札幌市を拠点に活動
する女子バレーボールチーム。
2020年に設立され、現在は
V.LEAGUE WOMENに所属。
「北海道の女性活躍のシンボ
ルとなる」をミッションに掲げ、
競技活動だけでなく、地域との交流や次世代育成にも注力し
ている。北海道から全国へ挑戦を続けるクラブとして、多くの
人に夢や感動を届けながら、地域に根ざした活動を展開中。

株式会社アルテミス北海道
BM／取締役副社長

平野 龍一 氏

アセットオーナー

アルテミス北海道

アセットオーナー
ウォレット（BZ）

クリエイター
ウォレット（BZ）

DCJPY DCJPY DCJPY DCJPY

クリエイター

デジタル送金

（必要に応じて）
資金化

ディストリビューター
（音楽配信）

売
上
の
受
領（
現
金
が
入
金
）

40以上のDSPサービスに配信

分配システム

DCJPYネットワーク

分配額の算出

支払指図

配信登録

配信手続き

応援曲と映像の制作・提供

明細データ読込、支払通知

価値
移転

配信売上振込
支払通知

参加企業・団体の役割

掲載画像内の名称・ロゴなどは
記事作成時のものです

実証実験の流れ

株式会社DCP DCJPYの検証環境、
APIマニュアルなどの提供

フューチャリズム
株式会社

分配システム開発、
機能実証の実施

みらい株式会社 企画、要件定義・設計、
モデル実証の協力

株式会社
アルテミス北海道 モデル実証の協力

一般社団法人
GovTech美唄 モデル実証の協力

美唄市 実証フィールドの提供、
モデル実証の協力

デジタル通貨／電子決済等代行業者 
関東財務局長（電代）150号

団体・企業名 実証実験の役割事業内容

Web3事業、Smart City事業、
DX事業

地方中核人材育成事業、
人材クラスター事業、地方創生事業

女子プロバレーボールチーム
「アルテミス北海道」の運営

デジタルを活用したサービス開発、
当該分野に関する調査研究、
事業推進、広報活動など

北海道美唄市
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話
題
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
的
確
な
指
示
を
出
し
、
一
度
で
望

ま
し
い
答
え
を
得
る
。
そ
の
技
術
が
大
切
な
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
筆
者
が
面
白
い
と
感
じ
て
い
る
の
は
、
そ
の
先
で
す
。

Ａ
Ｉ
の
回
答
を
読
ん
で
、「
い
や
、
そ
こ
は
少
し
違
う
」
と
返
す
。「
そ

れ
よ
り
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
面
白
い
」
と
方
向
を
変
え
る
。「
そ
う
い

え
ば
、
昔
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
」
と
思
い
出
す
。
す
る
と
Ａ
Ｉ
も

ま
た
、
そ
れ
を
受
け
て
新
た
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
答
え
を
返
し
て
き

ま
す
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
最
初
に
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た

考
え
が
、
対
話
の
な
か
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
自
分
の
代
わ
り
に
、
Ａ
Ｉ
に
考
え
て
も
ら
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
む
し
ろ
Ａ
Ｉ
と
の
対
話

に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
考
え
の
ほ
う
が
動
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
Ａ
Ｉ
が
答
え
を
く
れ
た
と
い
う
よ
り
、
Ａ
Ｉ
の
言
葉
が
小
さ
な
刺

激
に
な
っ
て
、
こ
ち
ら
の
記
憶
や
経
験
や
知
識
の
あ
い
だ
に
、
そ
れ

ま
で
な
か
っ
た
結
び
つ
き
が
生
ま
れ
、
新
し
い
気
づ
き
に
つ
な
が
る
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
う
ま
く
使
う
と
い
う
の
は
、
単
に

Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
代
行
し
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。
Ａ
Ｉ

と
の
関
係
の
な
か
で
、
自
分
自
身
が
少
し
変
わ
る
こ
と
。
す
る
と
、

問
い
が
変
わ
る
、
見
方
が
変
わ
る
、
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
、

意
識
し
て
い
な
か
っ
た
自
分
の
前
提
や
思
い
込
み
に
気
づ
く…

…

そ

の
よ
う
な
使
い
方
が
で
き
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
は
単
な
る
便
利
な
回
答
生
成

装
置
で
は
な
く
、
思
考
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

―
―

　

た
だ
し
、
踊
り
方
に
は
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

　

相
手
を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
ら
、
ダ
ン
ス
に
な

り
ま
せ
ん
。
反
対
に
、
全
て
相
手
任
せ
に
し
て
も
踊
れ
ま
せ
ん
。
Ａ

Ｉ
と
の
関
係
も
同
じ
で
、
Ａ
Ｉ
の
言
う
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
考
え
を
持
っ
て
応
答
す
る
。
し
か
し
、
自

分
の
考
え
だ
け
を
正
し
い
も
の
と
し
て
Ａ
Ｉ
に
た
だ
確
認
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
少
し
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
余
地
を
残
し
て
お
く
。
筆
者
は
、

こ
の
「
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
」
こ
そ
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
う
う
え
で
、

と
て
も
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
始
め
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ニ
ス
・

イ
ア
ン
の
〝W

ill You Dance?

〞
は
、
世
界
は
不
条
理
だ
ら
け
だ
が
、

だ
か
ら
こ
そ
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
？
と
、
そ
れ
を
引
き
受
け
て
、

前
に
進
も
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
聞
こ
え
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
と
の
関
係
も
、
少
し
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
全
て
を
Ａ
Ｉ

に
説
明
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
わ
か
ら
な
さ
を
残
し
た
ま
ま
、

一
緒
に
動
い
て
み
る
と
、
Ａ
Ｉ
の
答
え
に
違
和
感
を
持
っ
た
り
、
思

い
が
け
な
い
言
葉
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。
ま
た
、
忘
れ
て
い
た
記
憶
が

戻
っ
て
き
た
り
、
別
々
だ
っ
た
考
え
が
つ
な
が
る
。
そ
う
や
っ
て
踊

っ
て
い
る
う
ち
に
、
最
初
に
は
見
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
少
し
ず

つ
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
最
後
に
答
え
を
出
す
の
は
Ａ
Ｉ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

れ
だ
け
優
れ
た
Ａ
Ｉ
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
代
わ
り
に
世
界
を
生
き

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
何
を
大
切
に
す
る
の
か
、
ど
ち
ら
へ
進
む

の
か
、
目
の
前
の
出
来
事
を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か…

…

こ
れ
ら
に

は
、
最
終
的
に
自
分
を
通
じ
て
答
え
を
出
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
、
Ａ
Ｉ
と
良
い
対
話
を
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
自
身
の
意

思
で
「
踊
る
」
こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
い
。
こ
ち
ら
も
動
き
、

迷
い
、
驚
き
、
時
に
は
相
手
の
手
を
引
き
な
が
ら
、
自
分
の
ス
テ
ッ

プ
を
踏
む
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
答
え
を
預
け
る
相
手
で
は
な
く
、
自

分
の
答
え
に
た
ど
り
着
く
ま
で
一
緒
に
踊
る
相
手
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

Ａ
Ｉ
に
対
し
て
〝W

ill You Dance?

〞
と
問
い
か
け
る
。
そ
れ
は

「
誰
か
の
あ
り
き
た
り
の
答
え
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
答
え
に
出

会
う
ま
で
、
一
緒
に
踊
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
こ
と
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
と
対
話
を
し
て
い
る
と
、
と
き
ど
き
不
思
議
な
こ
と
が

起
こ
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
が
何
か
を
問
い
か
け
、
Ａ
Ｉ
が
答
え
る
。
そ
の
答
え
を
読

ん
で
い
る
う
ち
に
、
最
初
に
考
え
て
い
た
こ
と
と
は
少
し
違
う
こ
と

を
思
い
つ
く
。
そ
れ
を
ま
た
投
げ
返
す
と
、
Ａ
Ｉ
も
別
の
角
度
か
ら

応
答
し
て
く
る
。
こ
ん
な
や
り
と
り
を
続
け
て
い
る
と
、
い
つ
の
間

に
か
出
発
点
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て
し
ま
う
の
で
す
。

話
が
深
ま
っ
て
う
ま
く
ま
と
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
発
散
し
て

し
ま
う
こ
と
も
多
い
。
う
ま
く
ま
と
め
る
た
め
に
は
、
こ
ち
ら
の
問

い
の
出
し
方
が
大
事
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
思
う
と
、
ふ
と
、
Ａ
Ｉ

を
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
の
よ
う
な
も
の
が
要

求
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
し
た
。

筆
者
は
以
前
、「
コ
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
チ
ン
グ
」
と
い
う
コ
ー
チ

ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
コ
ー
チ
ン

グ
を
上
手
に
進
め
る
た
め
の
コ
ツ
を
表
す
言
葉
と
し
て
、〝Dance in 

the M
om

ent

〞
と
い
う
考
え
方
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
あ
ら
か

じ
め
決
め
た
筋
書
き
に
沿
っ
て
相
手
を
導
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
瞬

間
瞬
間
に
相
手
と
の
あ
い
だ
に
起
き
た
こ
と
を
受
け
取
り
、
そ
れ
に

応
答
し
な
が
ら
一
緒
に
進
ん
で
い
く
、
と
い
う
こ
と
を
表
す
言
葉
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ー
チ
ン
グ
を
受
け
る
側
も
、
コ
ー

チ
す
る
側
も
、
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
の
で
す
。

　

こ
ち
ら
が
一
歩
動
く
。
相
手
が
そ
れ
に
反
応
す
る
。
そ
の
動
き

を
感
じ
て
、
こ
ち
ら
も
ま
た
動
く
。
こ
の
繰
り
返
し
で
す
。
ま
さ
に

「
ダ
ン
ス
を
踊
る
よ
う
な
気
持
ち
」
で
臨
む
。
実
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の

活
用
法
も
こ
れ
に
似
て
い
る
の
か
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　

先
日
も
、
こ
ん
な
対
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
単
に
便
利
な
道
具
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
の

知
能
を
拡
張
す
る
も
の
だ
と
も
思
え
る
。
で
も
、
使
う
ば
か
り
で
は
、

人
間
の
知
能
は
退
化
し
て
し
ま
わ
な
い
か
？　

そ
ん
な
や
り
と
り
を

し
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
〝W

ill You Dance?

〞
と
い
う
ジ
ャ
ニ
ス
・

イ
ア
ン
の
歌
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
八
千
草
薫
主
演
の
『
岸
辺
の
ア

ル
バ
ム
』
と
い
う
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
主
題
歌
で
、
川
が
氾
濫
し
て
家
が

押
し
流
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ト
ル
映
像
の
バ
ッ
ク
に
、
と
て
も
ゆ
っ
た

り
と
し
た
リ
ズ
ム
の
こ
の
歌
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
中
学
く
ら
い
の

時
に
そ
れ
を
観
て
い
て
、
映
像
と
音
楽
の
イ
メ
ー
ジ
の
食
い
違
い
に

少
し
当
惑
し
、
ま
た
、
と
て
も
不
思
議
な
感
覚
を
持
ち
ま
し
た
。
た

だ
正
直
い
う
と
、
歌
詞
の
意
味
を
ち
ゃ
ん
と
調
べ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
歌
詞
を
眺
め
て
み
る
と
（
生
成
Ａ
Ｉ
に
解
説
し
て
も

ら
っ
た
の
で
す
が…

…

笑
）、
や
は
り
不
思
議
な
歌
で
し
た
。
街
で

は
人
が
泣
き
、
社
会
に
は
不
安
や
混
乱
が
あ
り
、
華
や
か
さ
と
暴
力
、

恋
愛
と
死
の
気
配
が
一
つ
の
情
景
と
し
て
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
、
け
っ
し
て
穏
や
か
と
は
い
え
な
い
世
相
の
な
か
、
静
か
に
繰
り

返
さ
れ
る
問
い
が
〝W

ill You Dance?

〞
な
の
で
す
。
世
界
に
は
不

条
理
が
あ
ふ
れ
、
何
が
起
き
る
か
も
分
か
ら
な
い
。
誰
が
正
し
い
か

も
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
世
界
に
身
を
置
き
、
誰
か
と
関
係
を

結
び
、
動
い
て
い
く
し
か
な
い
じ
ゃ
な
い
！　

そ
ん
な
少
し
醒
め
た

呼
び
か
け
に
も
聞
こ
え
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
と
の
対
話
も
、
実
は
こ
れ
に
近
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思

い
ま
し
た
。
全
て
を
理
解
し
て
か
ら
始
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
ど
こ
へ

行
く
の
か
、
最
初
か
ら
決
め
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
ち
ら
が
一
歩

動
く
と
、
相
手
も
動
く
。
そ
の
動
き
を
受
け
て
、
ま
た
少
し
違
う
方

向
へ
動
く
。Ａ
Ｉ
と
の
対
話
は
、
こ
の
よ
う
な
「
ダ
ン
ス
」
と
捉
え
る

の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
？　

そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
使
い
方
と
い
う
と
、
プ
ロ
ン
プ
ト
の
書
き
方
が
よ
く

――
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I IJ 広報部のパラフェンシング選手・笹島貴明が、2026

年10月18日から24日まで愛知県・名古屋市を中心に

開催される「第5回アジアパラ競技大会（2026／愛知・

名古屋）」の日本代表選手に選出されました。

アジアパラ競技大会は、アジア地域のパラアスリートが

一堂に会する4年に1度の国際総合競技大会で、日本

での開催は（前身のフェスピックを含め）1989年の神戸

大会以来となります。今大会では22競技が実施され、

パラフェンシングの会場は名古屋市稲永スポーツセンター

です。

笹島選手は、2025年のパラフェンシング・ワールドカップ

（インドネシア・スラカルタ）で、フルーレ個人と団体で金メ

ダル、エペ個人で銀メダルを獲得。2026年5月のフラ

ンス・オランジュで開催されたサテライト大会でも、フルー

レ優勝、エペ第3位、サーブル第2位と、出場した3種目

全てで表彰台に上がるなど、国際大会で活躍を続けてい

ます。

ロサンゼルスパラリンピック出場資格獲得にも関わる今回

の大会は、日本で開催される大舞台であり、自身の力を発

揮する絶好の機会となります。

笹島選手は個人・団体戦の6種目の全日程（10月19日

～24日）に出場予定です。

イラスト／末房志野

堂前 清隆
I IJ 広報部 技術統括部長

インターネット・トリビアインフォメーション

I IJ所属のパラフェンシング選手・笹島貴明が
「2026年アジアパラ競技大会」に出場

WEBにアクセスする
「人ならざるもの」たち

ます。最近のWEBサイトは、コンテンツを単純なHTMLだ

けで表現するのではなく、JavaScriptを使ってブラウザ

上で組み立てることが増えており、こうしたコンテンツから情

報を取得するために、botも進化してきたと考えられます。

　botがJavaScript を実行するようになったことで、

JavaScriptを使ってアクセス数を計測する解析ツールが、

botのアクセスを人間のアクセスとしてカウントするように

なってしまいました。その結果、WEBアクセス解析ツール

に不自然なアクセス増加が観測される事態が発生してい

ます。

　botのなかには、困った振る舞いをするものもあります。

従来、botの世界では、自分の名前や連絡先をWEBサ

イトに通知する慣習がありました。WEB管理者はこれを

頼りに、どんなbotが来ているかを把握したり、必要とあ

らばアクセスを禁止できました。しかし、最近のbotのな

かには、人間が利用するブラウザと同じ名前を名乗り、積

極的に身元を隠すようなものも現れています。botが使用

するネットワークも一般家庭で利用されるブロードバンド回

線を使い、ネットワークからも人間のように見せかけるケー

スも出ています。

　このように人間と見分けがつきにくくなったbotですが、

人間にはありえない速度・回数でアクセスするものがあり、

WEBアクセス解析ツールの異常値として発見されることが

あります。こうしたbotを識別して、人間のアクセスとして

カウントしない機能を持つ解析ツールもありますが、十分

に機能していないのか、現状は解析ツールの結果に不可

解な数字が表示されることも多いです。「人ならざるもの」

との付き合い方は、WEB管理者にとって新たな悩みの種

になっています。

　WEBサイトを管理していると、どのような人が、どのくら

いアクセスしてくれたのか気になるでしょう。企業のWEB

サイトやニュース媒体の場合、コンテンツへのアクセス動

向の把握は業務上、必須です。そこで「WEBアクセス

解析ツール」が導入され、アクセスの内容が分析されて

います。ところがここ数年、人ならざるもの……「bot」

（ボット）のアクセスが急増し、アクセス解析への影響も見

られるようになってきました。今回は、WEB管理者の視

点からbotの動向について考えます。

　インターネットやコンピュータの世界でbotという言葉は、

さまざまな意味で使われますが、本稿では「WEBサイト

に掲載された情報を収集するためにWWWを自動で巡回

するプログラム」とします。botは、自動的にWEBサイトへ

アクセスする様子がロボットを連想させることから「Robot」

を略して、そう呼ばれています。

　WEB管理者がbotを意識するようになったのは、1990

年代に登場した検索エンジンがキッカケでしょう。その後、

2020年代に登場したのが、AIのためのbotです。現在

のインターネットでは、AI用と思われるbotの活動が非常

に活発になっています。

　これらのbotは、さまざまな面で「進化」していますが、

その進化はWEB管理者にとって好ましいことばかりではあ

りません。特に、人間のアクセスとの区別がむずかしくな

ったことは、アクセス解析に悪影響を及ぼしています。

　初期のbotは非常にシンプルで、WEBサイトに存在す

るHTMLファイルだけを順番に取得していくものでした。

ところが、最近のbotは、まるで人間がブラウザでアクセ

スしているように、HTMLファイルだけでなく、WEBを構成

するさまざまなファイルを読み込み、JavaScriptも実行し

● 第5回アジアパラ競技大会（2026／愛知・名古屋）
の公式ウェブサイトはこちら
https://www.asianparagames-2026.org/

● 笹島選手のこれまでの活動は、
以下の特設ページで紹介しています。
https://www.iij.ad.jp/parafencing/
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パラフェンシングの受章者とともに（前列中央が筆者）
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編集後記

先日、日本最大級の音楽フェスのひとつ「SUMMER SONIC」（通称「サマソニ」）に参戦してきまし
た。知り合いが活動している「花冷え。」というバンドを見に行ったついでに、サカナクション、電気
グルーヴ、HANA、中島健人など色々なアーティストを見ることができ、楽しかったのですが、昔は
OasisやColdplayなどの超有名海外アーティストがヘッドライナーとして来ていたのを考えると、日
本の洋楽人気の衰退も少し感じてしまいました。（S）

お店の品書きで「朝餉」の二文字を見かけ、ふと手が止まりました。なぜ「あさげ」と呼び、この漢
字を当てるのでしょう。「あさ」は朝、「げ」は食器を指す「笥（け）」が転じて食事を表すようになった
とか。「餉」は「食」に「向」で、食べ物を差し向けて贈るという意味だそうです。日々の一膳が、少
し特別に見えてきました。（Y）

先日、スーパー歌舞伎『もののけ姫』を観てきました。隈取りや宙乗りなど歌舞伎ならではの技法を
ふんだんに、アニメの世界観を見事に再現していました。ストーリーもわかりやすく、最後まで夢中
で楽しみました。歌舞伎は若干ハードルが高い印象ですが、スーパー歌舞伎はスピード感があり、
演出も派手！　とっつきやすく、歌舞伎の入門にもおすすめです。（T）

早朝 4時に起き、東北新幹線で仙台へ。向かった先はスポーツランドSUGO。生まれて初めてのサ
ーキットは、50度を超える路面の熱気とガソリンのにおい。ピットで働くエンジニア、爆音で走り抜
けるレーシングカー。これまで交わることのなかった世界が広がっていて、本気で挑む人たちを前に、
胸が熱くなりました。（M）

この冊子の内容はサービス形態・価格など予告なしに変更することがあります。（2026年9月作成）
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間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
ミ
ー
ハ
ー
な
筆
者
は

写
真
も
一
緒
に
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た（
笑
）。

　

文
部
科
学
大
臣
や
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
の
挨
拶
、
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
メ
ダ
リ
ス
ト
・
坂
本
花
織
選

手
に
対
す
る
表
彰
や
写
真
撮
影
に
続
い
て
、
筆
者

も
賞
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
後
日
、
銀
盃
を
送

っ
て
い
た
だ
け
る
そ
う
で
す
）。
省
庁
の
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
競
技
生
活
で
も
初
め

て
だ
っ
た
の
で
、
今
後
も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
に

出
席
で
き
る
よ
う
、
好
成
績
を
残
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
去
る
八
月
に
は
、
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
の
「
ス
ト

ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
と
い
う
三
〇
分
の

番
組
で
、
パ
ラ
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
魅
力
や
私
生
活

を
取
材
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
最
近
作
成
し
た
Ｘ

（
旧Tw

itter

）
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
情
報
を
発
信

し
た
り…

…
な
ど
、
本
連
載
以
外
で
も
広
報
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
そ
ち
ら
も
フ

ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
！

（
Ｘ
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
）

I IJ.newsはWebでもご覧いただけます。
バックナンバーも公開しています。
URL: https://www.iij.ad.jp/iijnews/

日々、次 と々届く情報やイメージに触れる私た
ち。同じものを目にしても、何を見つけ、何を
想像するかは人それぞれです。秋の色が重な
り合うこの絵から、何が見えるでしょう。すぐ
に答えを決めず、しばらく眺めると、別の何か
が見えてくるかもしれません。

末房志野

表紙の言葉

ス
ポ
ー
ツ
庁
表
彰
式
と

迫
る
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会

　

つ
い
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出

場
権
に
直
接
関
係
す
る
最
初
の
大
会
、
ア
ジ
ア
パ

ラ
競
技
大
会
が
名
古
屋
で
十
月
十
八
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
パ
ラ
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

に
お
け
る
ア
ジ
ア
は
激
戦
区
で
、
中
国
・
タ
イ
・

韓
国
な
ど
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩
出
す
る
国
が
多
数
含

ま
れ
て
お
り
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
本
大
会
と
遜
色

な
い
レ
ベ
ル
の
高
さ
で
す
が
、
メ
ダ
ル
獲
得
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
！

大
会
に
先
立
っ
て
、「
令
和
八
年
度
ス
ポ
ー
ツ
功

労
者
・
国
際
競
技
大
会
優
秀
者
等
表
彰
」
と
い
う
、

各
競
技
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
選
手
や
そ
の

指
導
者
、
支
援
団
体
な
ど
を
文
部
科
学
省
・
ス
ポ

ー
ツ
庁
が
表
彰
す
る
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。
筆
者

は
昨
年
九
月
に
優
勝
し
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の

戦
績
が
評
価
さ
れ
、
初
め
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
式

典
は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
催
さ
れ
、
顕
彰
・

表
彰
対
象
者
は
式
典
に
参
加
し
た
人
だ
け
で
四
〇

〇
人
を
超
え
、
そ
の
規
模
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
昨
年
、
国
内
初
開
催
だ
っ
た
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
や
、
ミ
ラ
ノ
五
輪
の
メ
ダ
リ
ス

ト
な
ど
著
名
な
選
手
も
多
く
、
特
に
Ｔ
Ｖ
で
見
て

い
た
ス
ケ
ー
ト
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
選
手
た
ち
を
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